
古
文
書
フ
ァ
ン
皆
様
に
朗
報
！

『
宇
都
宮

秋
田
県
公
文
書
館
で
現
在
翻
刻
作
業
を
進
め
て
い
る

お
求
め
可
能
に
！

孟
綱
日
記
』
第
一
巻
が
、
つ
い
に

た

け

つ

な昨
年
で
刊
行
を
終
了
し
た

と
見
く
ら
べ
る

『
渋
江
和
光
日
記
』

こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
秋
田
が
よ
り
一
層
魅
力
あ
る
も
の
に
…

渋
江
和
光
日
記

宇

『

』

『

の
最
終
は
天
保
十
年

一
八
三
九

一
方

（

）
、

の
始
ま
り
は
天
保
十
二
年
。
従
っ
て
、
二
つ
の
日

都
宮
孟
綱
日
記
』

記
に
ま
た
が
っ
て
登
場
す
る
人
物
も
い
る
わ
け
で
、
今
回
の
『
古
文

書
倶
楽
部
』
で
は
、
渋
江
和
光
の
息
子
、
貞
治
に
注
目
し
ま
す
。

『
渋
江
和
光
日
記
』
で
は
…

実
は
養
子
の
和
光
、
義
理
の
母
「
か
か
さ
ま
」
に
は
ま
っ
た
く
頭

貞
治

が
上
が
ら
な
い
。
天
保
三
年
十
二
月
二
十
三
日
の
日
記
に
は
「

、

も
前
髪
迄
取
候
て
、
是
迄
之
様
奥
へ
指
置
候
て
は
不
宜
候
」
と
あ
り

十
六
歳
で
元
服
す
る
ま
で
貞
治
は
奥
の
「
か
か
さ
ま
」
の
も
と
で
暮

ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
和
光
は
「
か
か
さ
ま
」
の
教
育
方
針
に
、
決
し
て
納
得
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

（
天
保
三
年
九
月
三
日
条
）

貞
治
義
今
年
は
十
六
歳
ニ
相

成

候

得

共
、
手
紙
等

あ

い

な

り

そ

う

ら

え

ど

も

認

兼

候

躰
。
…
素

読

御

試
之
年
齢
ニ
候
得
共
、

し

た

た

め

か

ね

そ

う

ろ

う

て

い

そ

ど

く

お

た

め

し

今

以

相

済
し
不

申
…

い

ま

も

っ

て

あ

い

す

ま

も

う

さ

ず

満
足
に
手
紙
も
書
け
な
い
息
子
、
学
館
に
入
る
年
齢
な
の
に
、
そ
れ
す
ら
も
覚
束

な
い
息
子
。
元
服
を
終
え
た
貞
治
に
、
武
士
と
し
て
の
教
養
を
注
ぎ
込
も
う
と
す
る

果
た
し
て
息
子
は
父
の
思
い
通
り
に
教
育
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

和
光
。

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
で
は
…

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
十
一
月
十
一
日
、
江
戸
藩
邸
に
い
た
家
老
宇
都
宮
孟

綱
に
、
国
元
か
ら
飛
脚
便
が
届
き
ま
す
。

須
田
内
記
・
渋
江
貞
治
・
梅
津
小
太
郎
、
先
月
廿
八
日
御
相
手
番

被

仰

付

候
旨
申
来
候
。

お

お

せ

つ

け

ら

れ

そ

う

ろ

う

こ
こ
で
渋
江
貞
治
が
御
相
手
番
に
就
任
し
た
記
事
が
見
え
ま
す
。
当
然
そ
の
後
、

貞
治
は
関
係
各
方
面
に
挨
拶
を
す
る
わ
け
で
し
て
、
十
二
月
四
日
に
宇
都
宮
孟
綱
に

も
披
露
状
と
礼
状
が
届
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
…

昨
夜
御
飛
脚
ニ
、
渋
江
貞
治
よ
り
御
相
手
番
被

仰

付

候
御

お

お

せ

つ

け

ら

れ

そ

う

ろ

う

礼
披
露
状
相
達
候
所
、
同
職
中
へ
の
文
体
ニ
無

之
、
且
御
礼
状
も
相

こ

れ

な

く

達
候
処
、
是
又
失
礼
之
文
法
難

其

意
次
第
ニ
は
候
。

そ

の

い

を

え

が

た

き

と
あ
り

「
披
露
状
・
御
礼
状
と
も
に
文
体
も
文
法
も
全
く
な
っ
て
い
な
い
」
と
宇
都

、

宮
孟
綱
は
渋
江
貞
治
に
激
怒
し
て
お
り
ま
す
。

果
た
し
て
、
お
父
さ
ん
渋
江
和
光
の
息
子
へ
の
教
育
の
思
い
は
、
全
く
生
か
さ
れ

。

（

）

て
い
な
か
っ
た
の
で
し
た

伊
藤
成
孝
・
畑
中
康
博

残
念
！

第
一
巻
の
刊
行
は
平
成
十
八
年
三
月
の
予
定
。

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』

た

け

つ

な

価
格
は
五
千
円
。
詳
し
く
は
秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社
（
電
話

０
１
８
ー

８
８
８
ー
３
５
０
０
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

古文書倶楽部 第５号 （ 年 月）2005 12

【発行】

秋田県公文書館

古文書班

12２ ０ ０ ５ ．

第５号



古

文

書

こ

ぼ

れ

話

柴
田
次
雄

《

文

化

シ

ョ

ッ

ク

》

「

」
、
オ
ラ
ン
ダ
婦
人
は
驚
い
て
商

ヱ
ッ
、
ホ
ン
ト
カ
？

館
の
奥
の
間
へ
去
り
ま
し
た
。

時
は
幕
末
の
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
、
秋
田
藩
家
老

・
宇
都
宮
孟
綱
ら
一
行
が
欧
米
諸
国
と
の
貿
易
で
賑
わ

う
横
浜
開
港
場
を
視
察
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
オ
ラ
ン

ダ
商
館
を
訪
ね
た
折
り
、
好
奇
心
の
あ
ま
り
（
あ
る
い
は

彼
ら
の
親
切
な
応
対
に
甘
え
た
か
）
「

」
の
「

」

異
人

婦
人

を
見
た
い
と
話
し
て
み
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

「

」
（
奥
の
間
）
か
ら
「

」
が
姿
を
あ
ら
わ

房

中

婦
人

ぼ

う

ち

ゅ

う

し
ま
し
た
。

「

」
く
模

着
物
ハ
、
下
ニ
鉄
炮
袖
ヲ
着
、
上
ニ
白
地
ヘ
赤

様
の
つ
い
た
「

」
も
の
を
着
て
い
ま
し

麻
縮
ミ
ノ
様
ナ
ル

た
。
そ
れ
か
ら
「

」
（
ス
カ
ー
ト
？
）
を

袴
ノ
様
ナ
ル
広
キ
物

そ

つ
け
て
い
ま
し
た
。
得
た
り
と
秋
田
の
武
士
の
一
人
が
「

探
り
？

」
た
、
と

の
袴
ノ
様
ナ
ル
も
の
ヲ
、
サ
ク
リ
（

）
見

「

？
」
と
、
奥
の
間
へ
去

右
婦
人
、
日
本
、
ヱ
ッ
、
ホ
ン
ト
カ

っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
せ
ん
。

御
覧
ニ
入
レ
ル

婦
人

袴
ノ
様

ほ
ど
な
く
、
「

」
と
「

」
が
「

」
手
に
再
び
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
よ
く
見
る

ナ
ル
も
の
ヲ

鯨

ソ
レ
ヲ
赤
キ
絹
ニ

と
、
「

」
（
鯨
ひ
げ
）
で
輪
を
つ
く
り
「

テ
巻
キ
、
日
本
ノ
提
灯
袋
ノ
様
ニ
輪
ヲ
、
上
ハ
小
サ
ク
、

段
々
下
ハ
大
キ
ク
致
シ
、
竪

ハ
糸
ニ
テ
ア
ミ
、
畳
む
ニ
よ

た

て

ろ
し
く
、
ソ
レ
ヲ
下
ニ
ア
テ
」
「
上
ニ
右

袴
ノ
様
ナ
ル
物

ヲ

懸

婦
人

ヲ
カ

」
と
い
う
仕
掛
け
で
し
た
。

「

」
が
「

か

け

る

」
と
か
い
う
の
で
、
何
の
こ
と
か
通
詞
に
聞
い

ミ
サ
ン
に
ー

て
み
た
ら
、
「

」
と
の

ヲ
カ
ミ
サ
ン
ニ
、
持
ッ
テ
行
キ
ヤ
レ
ー

）

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
（
欧
米
諸
国
の
商
館
の
人
々
は

」
で
あ
っ
た

「
一
体
、
日
本
人
ヲ
ナ
ツ
カ
シ
ク
思
ふ
容

子

よ

う

す

と
い
い
ま
す
。

以
上
の
記
事
は
こ
の
と
き
随
行
し
た
岡

百
八
（
御
膳

も

も

は

ち

番
役
、
百
八
十
六
石
余
）
の
『
公
私
日
記
』
の
一
節
で
す
。

秋
田
藩
士
一
行
は
、
婦
人
の
ド
レ
ス
の
仕
掛
け
に
好
奇
心

を
募
ら
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
現
代
の
軽
犯
罪
事
件
と
は
趣

が
違
う
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
、
念
の
た
め
ー
。
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秋田県公文書館ミニ展示 場所：当館２階 特別展示室お知らせ

〈後期〉日程表日本六十余州国々切絵図の世界

★第１クール １２月６日（火）～１２月２２日（木）の１５日間

出羽国・陸奥国・丹波国・丹後国・但馬国・播磨国・備後国・石見国・出雲国・伯耆国・因幡国・

安芸国・隠岐国 （ 12月23日～1月10日）年末年始休みと展示替え期間

★第２クール １月１１日（水）～１月２７日（金）の１５日間

出羽国・陸奥国・美作国・備前国・備中国・備前国（別 ・讃岐国・阿波国・伊予国・土佐国・）

淡路国・対馬国 （ 月 日～ 月 日）展示替え期間 1 28 1 31

★第３クール ２月１日（水）～２月１７日（金）の１５日間

出羽国・陸奥国・周防国・長門国・筑前国・筑後国・肥前国・肥後国・豊前国・豊後国・日向国・

大 ・薩摩国・壱岐国隈国

編
集
後
記
】

雪
の
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
か

【

。

、

ら
再
び
ミ
ニ
展
示
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す

後
期
の
今
回
は

海
運
を
通
じ
て
秋
田
と
の
関
係
の
深
い
、
西
日
本
の
絵
図
が
中

心
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
内
藤
）


